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1沿　　革

電車事業は、大正1 3年8月1日、市民待望の近代的交通機関として、営業路線6.8キロメートル、車両

2 2両をもって開通した。以来市勢の発展とともに路線の拡張を行い、市内交通の主要機関としての役割を

果し、最盛期の昭和3 8年度で臥営業路線2 5キロメートル、車両8 7両、年間乗客数4,24 7万5千人

に至っている。

しかし・その後の高度経済成長を契機とした都市構造の変化、モータリゼーションの進展等の企業蒙境の

激変に伴い、逐年電車は都市交通機関としての機能を喪失し、利用客の減少と相まって贋次廃止の運命をた

どりバスに転換してきたが、現在なか、 2系統1 2キロメートルを3 7両の車両で運行している。

一方バス事業臥昭和2年1 1月2 3日、電車の補助的交通機関として営業路線1 8キロメートル、車両

1 7両で発足したが、その後都市圏の拡大に伴う利用客の増加に対応して、年々路線の拡充を図り、現在営

業キロ149キロメートル、 200両で1 14系統を運行するに至っているが、今日の交通混雑により、定

時運行の確保に支障をきたす等企業蒙境の悪化頓向に伴い、専用t/-ンの拡大、施設改善等を図り信雛の

回復に努めている。

2　再　建　計　画

都市交通をとりまく環境の悪化により、交通事業は、撫刻を経営危機に直面するに至ったので、昭和4 8

年度財政再建団体の指定をうけ、 1 5年間にわたる再建計画を策定し、国及び一般会計からの財政援助と企

業努力により経営健全化を図ることになり、この基本万針に沿って親意努力しているO

更に、今後の都市交通問題について、熊本市都市交通問題協議会は、都市交通の陸路を打開し、活力ある

住みよい都市づくりを目指すため、専用軌道の建設を進めるよう提言している。

しかし、専用軌道システムの導入も検討の余地があり、また、エネルギー情勢、道路交通情勢をも跨まえ

て、当分の間、路面電車を本市の基幹的都市交通機関として存続することにしている.このため、一般会計

からの財政援助とともに、車両の冷暖房等、諸施設の改善サービスの強化に努め、経営基盤の充実に努めて

V,る。
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3　軌・道,事　業(大正13年8月1日事業開始)

(1)輸送状況

事 項 年 度 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5

年 T間 輸 .送 人 員 l l,3 1 6β5 0 92 1 9,1 4 2 8,9 6 8,53 6 9 ,5 8 0 ,4 1 3 9,9 8 13 4 8

年 間 .走 行 ヰ ロ (Km) 1,4 14 ,6 54 1,3 7 6 ユ1 8 1,3 5 3,7 7 3.4 1,3 6 13 2 7 13 6 6 0 0 52

使 用 車 両 (両 ) 7,0 9 8 .7 6,7 6 8.0 62 6 2 0 6ユ0 9.9 6 ,6 5 13

利 用 .翠 (% ) 6 2 4 3 4 .8 5.1 5.1

乗 車 科 収 入 (円) 67 72 1 65 9 3 7 0 9,9 2 1,9 3 6 6 9 6a 4 3,9 6 1 7 4 5,1 1 1β0 6 8 2 3,9 9 1万5 1

日

千

均

輸 送 人 員 3 1,0 0 5 2 5,2 5 8 2 4 ,5 7 1 2 6,1 7 6 2 73 4 6

走 行 キ ロ仙 33 7 55 3 ,7 7 0 3 ,7 0 9 3,7 1 9.5 3,7 35.5

使 用 車 両 (両) 1 9.4 19 .0 1 7 2 1 6.9 18 2

乗 車料 収入 (円) 1β5 5,3 8 9 1,94 4 ,9 9 2 1,9 0 72 4 4 2,0 3 5 β2 5 22 5 7,5 1 1

車

輸 送 人 員 1,5 9 4 1,3 6 2 1,4 3 2 1,5 4 7 1,5 0 1

走 行 キ ロ紬 1 9 9.3 2 0 33 2 1 62 2 19.9 2 0 5.0

日均 乗 車科 収 入 (円) 9 5,4 0 0′ 1 0 4 ,9 0 0 1 1 U 7 0 1 2 0 3 5 6 1 2 3,8 7 5

表 定 速 度 (Km/ H ) 12 9 1 3 .2 1 4 2 1 4.2 1 4.3

(2)営業路線

事 項 年 夏 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5

路 線 延 長 紬 . 1 2 .0 2 5 1 2 .0 2 5 1 2.0 2 5 1 2.0 2 5 1 2 .0 2 5

単 線 延 長 紬 0.2 7 7 0 .2 7 7 0 .2 7 7 0.2 7 7 0 .2 7 7

複 線 延 長 恥D l l.7 4 8 l l.7 4 8 l l.7 4 8 l l.7 4 8 l l.7 4 8

営 業 路 線 延 長 紬 2 3 .7 7 3 2 3.7 7 3 2 3.7 7 3 2 3.7 7 3 2 3.7 7 3

運 転 系 統 (系統) 2 2 2 o 2

停 留 所 数 (カ所) 3 4 3 4 3 4 3 4 3 4

停 問

留拒

所離

最 長 (Kn) 0 .5 3 4 0.5 3 4 0.5 3 4 0 .5 3 4 0 .5 3 4

最 短 (Km ) 0 .1 8 0 0一1 8 0 0 .1 8 0 0.1 8 0 0.1 8 0

平 均 (Km) 0 .3 6 4 0.3 6 4 0 .3 6 4 0.3 6 4 0.3 6 4

軌道乗 り入れ許可 蝣m )Km). 1 1 1 1 1

0 .6 0 0 0.6 0 0 0 .6 0 0 0.6 0 0 0 .6 0 0

(3)系統別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和5 5年度)

義

統
区 間 走 行キロ

乗 車

人 員
収 入 費 用 差 引

キ ロ当た り収 支
乗車効率

収 入 費 用 差 引

2

号

健 軍 Km 千人 千円 千円 千円 円 円 円 %

T ,9毎 1,0 41,7312 7β8 3 1 1 6 2S 8 9 1,1 25.58 3 1
3 7,4 0 6 1ユ164 0 10 804 9 3 5 .9 1 3 9.l l

3

ロ7ヲ

健 軍
～

上熊本 駅
( Q A Ym、

3242 74.0 1,9 9 8 3 24,4 60 35 03 98 △2 5,9 38 18 005 7 1086 56 △7 9 .9 9 3 1.4 6

計 1,366 ,005 2 9,9 8 1 1,4 87,4 49 14 759 8 1 l l,4 6 7 18 889 0 10805 1 8 .3 9 3 72 9

(荏)乗客1人当たり料金収入
定期外　87円85銭
定　期　58円71銭
平　均　82円55銭
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(4)電卓運行要領(昭和51年5月20日実施)

系.統
項 目

2 号 3 卓

運 行 区 間
熊本駅前～健軍( 8.7 Rm )

EE]崎橋～健軍 ( 9.2 Km )

朝 上熊本駅～神水橋 ( 7.9Km )

( 6 : 5 2 ′〉 : 3 8 )

昼夜 上熊本駅～健軍 ( 9.4Km )

営 業 時 間 e : o o ′~ 2 3 : 1 5 6 : 3 0 ′- 2 2 : i

運 転 方 法

ダイヤ運転 ダイヤ運転

夜間帯時間表 . 表示

( 2 0 : o o か ら最終までの時間表を各停留

所に表示 )

終日時間表 .表示

(5)在籍車両数

車 両 年 産 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5

ボギー車 ( ワンマン ) 3 5 3 5 3 5 3 3 3 3

連 接 車 2 2 4 4 4
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(6)運　　賃(昭和55年10月1 7日改定)

ア　普通旅客運賃

釈 運 賃 . 団 体 旅 客 運 賃 団体旅客運賃

の
割引適用方法

大 人
(中学生以.上)

/)、 児
(小学生以下) . 特 殊 & s 大 人

(中学生以上) . 小児及び特殊

対 キ ロ P

最初の2 キロま 1 2 才未満の者 身体障害者手帳. 5 0才以上の団 左記の団体で小 基準となる普通

で8 0 円、 2 キ は大人達賃の半 の交付を受けて 体で同時に一定 学生以下の4、児 旅客運賃からそ

ロを超え5 キロ 額6 才未満の幼 いる者及び介護 の停留所で乗降 及び身体障害者 の運賃の1 0 0

まで1 0 0 円、 児は保護者同伴 人、諸施設に於 する場合( 1 2 ぴに養護施設 9-ffl 1 0以内の

区 間 制 .
5 キロを超え8
キロまで1 2 0
円、8 キロ菅超
える時は140円

、の場合に限b そ
の 1人は無料と
する

いて養護又は保
護を受けている
者及び付添人、
精神薄弱者及び 一
その介護人

才以上の団体 ) 児童の団体 額を割引した額

イ1日乗車券運賃

ウ　定期旅客運賃

種 別 …期 間 キ ロ 数 金 額 割 引 率

通 勤

1 カ 月

2 キ ロまで 3,6 0 0 円

普通運 賃 を 6 0 倍 した ものか ら 2 5 % 割 引

( 身体障害者 は更 に 3 0 % 割引 )
l5 .キロまで 4.5 0 0

8 キロまで 5,4 0 0
8 キロ以上 6,3 0 0

3 カ 月

2 キロまで 1 0 ,2 6 0
1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものか ら 5 % 割引

( 身体障害者 は更 CC 3 0 % 割 引 )
5 キ ロまで P 1 2,8 3 0

8 キ ロまで 1 5 ,3 9 0

8 キロ以 ト 1 7.9 6 0

通学 (A 種 )

中学生以 .上

1 カ 月

2 キロまで 2.4 0 0

普通運賃 を 6 0 倍 した ものか ら 5 0 % 割 引5 キロまで 3.0 0 0

8 キロまで 3,6 0 0

8 キ ロ以 .上 4,2 0 0

S ヵ 月

2 キ ロまで 6,8 4 0

1 カ月定期運賃徹 を 3 倍 した ものか ら5 % 割引5 キロまで 8,5 5 0

8 キ ロまで 1 0 ,2 6 0

8 キ ロJ滋 ト l l.9 7 0

通学 (B 種 )

小 学 生

身体障害者

1 カ月

2 キ ロまで 1,2 0 0

普通運賃 を 6 0 倍 した ものか ら 7 5 % 割引5 キ ロまで 1,5 0 0

8 キ ロまで 1 ,8 0 0
8 キ ロ以上 2 ,1 0 0

3 カ月

2 キロまで 3 ,4 2 0

1 カ月定期運賃額 を 3 倍 した ものか ら 5 % 割 引5 キ ロ.まで 4,2 8 0

8 キ ロまで 5,1 3 0

8 キ ロ以 上 5 ,9 9 0

通 勤 通 学 1 カ月

2 キロまで 4 .2 0 0
通勤定期運賃額の 2 分 の 1 と通学 ( A 種 )運賃額 の合

I tS i
5 キロまで 5,2 5 0

8 キ ロまで 一 6 ,3 0 0
8 キロ以 .上 7.3 5 0

」 1 カ 月 l l.5 0 0 最高 の普通運賃 を 1 8 0 倍 したものから 5 4. 4 % 割 引

電車、自動車 1 il / 電車 と自動車路線が並行 してい る区間 を利用す る もの

共 通 S ヵ 月 で、電車 と自動車 の定期運賃 の うちいず れか高額 とな

る運賃
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4　自動車運送事業

(1)輸送状況

昭和2年11月23日専業開始
昭和6年5月23日専業開始
昭和54年8月1日専業廃止

年 度

事 項

5 1 5 2 5 3 5 4 5 5

T. ft " 貸 甲 乗 合 貸 切 乗 合 貸 切 乗 合 貸 切 乗 合

年 間 輸 送 人 員 32370381 198朗5 31ユ94367 170.462 29.6185 84 167,852 28.728.835 175 28.516137

年 間 走 行 キ ロ糾 6860駈7 336J田2 6,750364 328,627 6,781,593 2485 47 6,871324 164 6β86,011

使 用 車 両 (両) 62225 3.606 60557 3560 60213 3j61号 601 91 4 61.265

利 用 率 (% ) 18▼2. 16.9 - 15.8 - 152 - 14B

乗 車 科 収 入 (円) 2024064180 128.878.490 22各組19365 126即 3.076 2390239.750 115316,832 25041)33120 230,800 2′.647,236,β25

日

千

均

輸 送 人 員 . 90330 545 85.464 467 81147 460 78.494 - 78J26

走 行 キ ロ帥 18797 920.8 1&496 900 18579.7 681 18.774ユ - 18.866

使 用 車 両 (両〉 170.5 9.9 167 10 165 9.g 1645 - 167.8

乗車科収入 (Pか 5545381 353β92 6.271J013 347.460 65 48.602 315月36 6月41,621 - 7,252,704

一平

日

車均

輸 送 人 員 5謝 512 - 491.9 - 477.3 - 465.5

走 行 キ ロ紬 110.3 1107 - 112.6 - 1142 - 112.4

乗車料収入 (円) 32524 37.5訓 - 39.696 - 41,601 - 43210

表 定 速 慶 (fr / ff ) 13.6 13.7 13B - 13B - 139

(荏)表定速度は総所要時分から起終点の調整時分を差し引いて計算した.

(2)営業路線

年 度

事 項
5 1 5 2 5 3 5 4 5 5

免 許 路 線 紬 1 4 7.3 5 1 4 6.6 3 5 1 4 6 .6 3 5 1 4 7 .5 3 5 1 4 9 .0 3 5

営 業 路 線 紬 1 4 7.0 3 3 1 4 6.6 3 5 1 4 6.6 3 5 1 4 7.5 3 5 1 4 9.0 3 5

休 止 路 腺 紬 1.9 0 0 0 0

停 留 所 数 (カ所) 3 9 7 3 9 7 3 9 7 4 0 1 4 0 4

停 間

留距

所 髄

最 長 紬 1.6 1.6 1,6 0.9 0 .9

最 短 紬 0.1 0 .1 0ユ 0 .1 0 .1

平 均 紬 0.3 7 0 0.3 6 9 0.3 6 9 0.3 6 8 0 .3 7

運 系

転 変

路 線 (搾線) 2 6 2 6 2 6 2 6 2 6

系 統 数 ㈱ 9 8 9 6 1 0 4 1 1 5 1 1 4

逮 距

転

*

統 離

総 長 帥 8 5 1.7 8 1 7.1 8 6 8.6 5 9 4 7 .7 9 4 0 .4

最 長 紬 1 7.6 1 8.0 1 8 .0 1 8 .0 1 8 .0

最 短 紬 1.8 1.8 1.8 2 .5 2 I5

平 均 紬 8.7 8 .3 8.4 8.2 8 .3
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(3)バス専用レーン (昭56.4.1現在)

区 間 距 離 適 用 時 間

専

用

レ′

I

ン′

水前寺 公園前～熊本妹前交差点
KnL

上 .下 5. 8
ラッシュ時間帯 7 : 0 0~ 9 :0 01 7 : 0 0~ 1 9 :0 0

明午橋通 b ～水道町交差 点 上 . 下 1. 1 水道町交差点 (上 9 )

バスの運

熊本城交差点 (上 b )

行時間 中

浄行寺交差点 (下 b )

南熊本駅前～辛島町交差点 上 . 下 3. 0

浄行寺交差点 下 0. 1

水前寺駅通 D ～水前寺駅前 l上 o. 4
ラッシュ時間帯 1 ; …0 0~ 90 0 ~ 1 9.i: 8

大江渡鹿交差 点～子飼橋際 上 .下 1. 0
ラ ッシュ時間帯 7 : 0 0~ 9 :0 01 7 :0 0~ 1 9 :0 0

計 l l.4

(4)在籍車両数

年 度

車 両

5 1 5 2 5 3 5 4 5 5

乗

令

ワ ニ/ マ ン′ 2 0 7 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0

ツ - . マ ン′ 3 0 0 0 0

質 . 切 1 8 1 7 1 5 0 0

計 2 2 8 2 1 7 2 1 5 2 0 0 2 0 0
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^駅間mumm

(昭和55年度)

B

等 絡 題 名 走行キ ロ
乗 車

人 員
収 入 費 用 差 引

キ ロ当 た b 収 支

収 入 費 用 差 引

1 第 1 現 状 凄

Km

5 6 64 4 1

千人 千 円 千 円 千円 円

6 0 18 8

円 円

3 β8 0 3 4 0 3 2 8 2 5 8 3 3 9 8 25 8 9 4 5 60 7 1 4 58 1

2 m 2 4 9 93 5 8 1,9 6 2 2 0 19 3 5 2 2 9,79 7 ⊥ゝ2 7 8 6 2 4 0 43 9 4 6 0ユ8 ∠ゝ 5 5.7 9

3 池 田 大 窪 線 3 0 1β9 4 1,5 7 4 1 3 93 7 9 1 2 95 5 8 9β2 1 4 6 24 5 4 2 0 8 6 3 25 9

4 新 外 京 壕 線 6 6 62 1 4 3,7 5 0 3 9 23 8 0 3 2 13 1 4 7 10 6 6 5 8 89 7 4 8 23 0 1 0 6.6 7

5 川 尻 帯 山 線 8 7 70 2 0 3,7 5 4 4 5 99 2 5 3 5 6β6 1 1 0 30 6 4 5 2 4 .4 2 4 0 6 .9 0 1 1 75 2

6 島 崎 保 田 窪 腺 3 6 39 6 8 1,8 4 6 1 8 10 6 3 1 5 69 8 1 2 40 8 2 4 9 7.4 7 4 3 1.3 0 6 61 7

7 南 郷 団 地 線 5 58 8 2 2 58 2 5β7 4 2 4 0 5 3 1JS2 1 4 5 9 .4 3 4 3 0.4 2 2 90 1

8 桶 武 蔵 ケ 丘 線 7 1 4 β9 9 2,3 8 2 2 7 5ユ2 6 3 2 2 ,4 6 9 ∠ゝ4 73 4 3 3 8 49 5 4 5 12 0 ∠ゝ 6 62 5

9 四 方 池 竜 田 口 線 1 9 59 7 9 1,0 5 1 1 1 4 0 8 8 9 85 6 9 1 55 1 9 5 8 2 1 4 50 29 6 7 91 8

1 0 野 口 南 町 腺 4 2 9,7 8 1 1,0 8 7 1 4 1,4 0 8 1 8 0ユ2 3 ∠ゝ3 8,7 1 5 3 2 90 2 4 1 9ユ0 ∠ゝ 9 00 8

l l m * * a s m 1 4 90 9 6 5 69 6 9,60 4 6 4 2 5 0 53 5 4 4 6 6 8 4 4 3 09 3 3 59 1

1 2 花 園 柿 原 線 2 4 08 8 0 1 ,1 3 5 1 0 5β0 1 1 0 1,7 9 2 410 0 9 4 3 92 3 4 2 25 8 1 66 5

1 3 川 尻 ( 国 道 ) 線 3 1 14 2 5 7 6 8 1 0 8 3 9 1 1 3 0ユ7 4 △2 1,7 8 3 3 4 8 0 5 4 1 79 9 ∠ゝ 6 99 4

1 4 画 図 線 2 5 0,6 2 0 8 8 7 1 0 4,4 3 7 1 0 53 6 6 ∠ゝ 9 2 9 4 1 6.7 1 4 2 0.4 2 ∠ゝ 3.7 1

1 5 た け み や 線 3 48 6 9 1 0 7 1 3 5 0 3 1 4 3 4 8 ∠ゝ 8 4 5 3 8 7 2 5 4 1 1.4 8 ∠ゝ 2 42 3

1 6 招 山 津 線 1 0 6ユ5 4 2 9 1 3 73 2 1 4 4 ,4 2 4 二ゝ 71 0 3 3 5 15 7 4 1 8.4 9 ∠ゝ 6 69 2

1 7 川 尻 士 河 原 線 55 8 7 1 6 2ユ3 2 22 9 3 ∠ゝ 1 6 1 3 8 1j60 4 1 0 .4 2 ∠ゝ 2 88 2

1 8 東 町 団 地 線 1 7 35 7 4 3 62 4 3 -89 0 6 53 4 2 △2 14 5 2 2 5 2 8 6 3 7 6.4 5 ∠ゝ1 2 35 9

1 9 中 央 環 状 線 1 9 3 3 6 1 5 7 6 5 3,7 5 8 8 78 6 2 ∠ゝ3 41 0 4 2 7 8 0 2 4 5 4 3 9 A L 7 63 7

2 0 上 熊 本 昭 和 町 線 2 4 6β5 2 8 1 1 9 4 β2 8 1 0 4 9 8 4 ∠ゝ1 03 5 6 3 8 3 3 4 4 2 5 2 9 ∠ゝ 4 13 5

2 1 高 平 団 地 線 7 90 8 0 2 2 4 2 73 8 0 4 09 3 6 ∠ゝ1 29 5 6 3 5 3 8 2 5 1 7.6 5 ^ 1 6 33 3

2 2 県 会 議 事 堂 顔 6 20 9 4 2 4 5 2 7β0 0 3 1/D 6 5 ∠ゝ 3,4 6 5 4 4 4 .4 9 5 0 02 9 ∠ゝ 5 58 0

2 3 上 熊 本 線 2 2 7,4 4 5 6 0 3 6 81 2 1 9 6,4 6 4 △2 83 4 3 2 9 9 5 1 4 2 4 ユ2 ∠ゝ1 2 4.6 1

2 4 長 轟 団 地 線 1 2 3 β9 9 3 5 7 3 8 9 4 5 5 9 9 4 5 △2 10 0 0 3 1 4 S ヰ 4 8 4 .6 0 ∠ゝ1 6 9.7 6

2 5 城 北 線 3 1 3 6 8 8 8 8 13 1 5 ∠ゝ 42 7 2 8 3 1 6 4 1 9 3 2 ^ 1 3 61 6

2 6 # m 7,40 3 1 3 1,78 5 3 β5 7 ^ 20 7 2 2 4 1ユ2 5 2 10 0 △2 7 98 8

合 計 6 β8 6,0 11 2 85 1 6 3 8 7 0,6 9 0 3 0 3 2,4 8 1 3 82 0 9 4.4 5 3 3 4 4 03 8 55 5

(荏)乗客1人当たb運賃収入

定期外　94円33銭

定　期　87円68銭

全　体　92円83銭
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(6)運　　賃(昭和55年10月3日改定)

ア　普通旅客運賃

種 別

制 度

蓮 貸 最 低 運 賃

特 殊 運 賃

大 人 ( 中学 生 以 上 ) 小 児 ( /J、学生以 下 ) 大 人 小 児

対キ ロ区間制

最 初 の 2 キ ロま では賃 率 大 人 運 賃 の 半額 、

8 0 円 4 0 円

身体 障 害 者手 帳 の交 付 を受 けて

4 1 円、 2 キ ロを超 え 1 5 た だ し1 0 円未 い も者 及 び 介護 人

キ ロま で は賃 率 2 0 円 5 0 満 の場 合 は 1 0 諸 施 設 に よ b 介 護 又 は保 護 を受

銭 、 1 5 キ ロを超 え 3 0 キ 円 に 切 b 上 げ け て い る者及 び付 添 人 並 び に精

ロ まで は賃 率 1 8 円 5 0 銭 神 薄 覇 者 及 び介 護人 で各 .々普 通

と して計 算 した額 運 賃 の 5 0 % 割 引 ＼

イ　定期旅客運賃

種 別 期 間 割 引 率

通 勤 (大人 )

1 カ月 当該区間の基準運賃額 を6 0 倍 した ものか ら2 5 % 割引

S ヵ月 1 カ月.運賃額 を 3倍 した ものか ら5 % 割引

通 勤 (小児 .)

1 カ月 通勤 (大人 ) 1 カ月運賃顔を 5 0 % 割引

S ヵ月 〝 3 カ月 〝

通 学 (大人 )

(中学生以上 )

1 カ月 当該区間の基準運賃額を 6 0 倍 した ものか ら4 0 % 割引

3 夕月 1 カ月運賃額 を 3 倍 した ものか ら5 % 割引

通 学 (小児 )

(.小 学 生以 下 )

1 カ月 通学 (大人 ) 1 カ月運賃額を 5 0 % 割引

3 夕月 1 カ月運賃額 を 3 倍 したものか ら5 % 割引

通 勤 通 学

1 カ月
全区間往 復乗 車 となる場合は乗車区間の大人 通勤定期運賃 と大 人通学運賃

の合算額 の 2 分 の 1 、その他は 4 分の 1

3 カ月 1 カ月運賃額 を 3 倍 したものか ら5 % 割引

身

体

障 L

隻
ra
者

過. 勤

(大人 )

1 カ月 通勤 (大人 )定期運賃額を 3 0 % 割引

S ヵ月 1 カ月運賃額 を 3 倍 した ものか ら5 % 割引

通 A 学

(大人 )

1 カ月 通学 (本人 ) 定期運賃額 を 3 0 % 割引

3 カ月 1 カ月運賃額 を 3 倍 したものか ら5 .% 割引

電 車 . 自動車 共 1 カ月 l電車 と自動車 路線が並行 している区間 を利用する もので、電卓 と自動車 の

通 定 期 券 軍カ月
-定期運賃▼の うちいずれか高額 とな る運賃 .
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ウ　回数旅客運賃(全券種電車・バス共通)

券 種 数 量 内 容 適用 方法 備 考

普

8 0 0 円券
1 冊

8 0 円券 ×1 1 枚顔

乗車区間の運賃

額 に合せて使用
電車 . 自動車共通

9 0 0 円券 1 9 0 円券 ×1 1 枚綴

1 ,0 0 0 円券 1 1 0 0 円券 ×1 1 枚級

過 1 ,1 0 0 円券 1 1 1 0 円券 .× 1 1 枚簸

回

数

旅

客

逮

質

1 ,2 0 0 円券

組券 1 ,0 0 0 円券

組券 1 ,0 0 0 円券

1

1

1

1 2 0 円券 × 1 1 枚綴

3 04 05 0 …≡ … : …≡ ト .8 槻

2 o n8 O R 芸 ≡ 1 1 ;l l ; 計 2 2 機

過

8 0 0 円券 1 8 0 円券 ×1 3 枚疲

乗車区間の運賃

電卓 . 自動車粘畠

9 0 0 円券 1 9 0 円券 × 1 3.枚簸

学 1 ,0 0 0 円券 1 1 0 0 円券 ×1 3 枚級 額 に合わせ て使

回 1 ,1 0 0 円券 1 1 1 0 円券 × 1 3 枚綴
用、学校又は身

* t

旅

客

逮

質

1,2 0 0 円券

組券 1,0 0 0 円券

1

1

1 2 0 円券 ×1 3 枚綴

…O RO RO R ≡ … ……蓋 } 計 3 2 機

体障害者福祉 法

VE 規定す る諸施

設に通学(通 園 )

す る者 ( 身分証

明書 必要 )
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5　経　営　状　況
(単位　円)

年 度
事 項 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5

戟

道

辛

業

′総 収 益 8 6 5ユ5 a O 9 1 1 ,1 2 6 ,1 1 8 ,6 0 5 1 2 6 1 ,6 9 2 5 4 5 1 ,2 3 4 ,7 2 2β0 6 1,4 8 7 ,4 4 8 5 8 2

乗 車 料 収 入 .一6 7 72 1 6 ,9 9 3 7 0 9 ,9 2 1β3 6 6 9 6,1 4 a 9 6 7 4 5 ,1 1 1β 0 6 8 2 X 9 9 1 ,5 5 1

そ の 他 収 入 1 8 7,9 3 6β 9 8 4 1 6 ,1 9 6 ,6 6 9 5 6 5 ,5 4 8 万8 4 , 4 8 9 ,6 1 1 ,0 0 0 6 6 3 ,4 5 7 ,4 3 1

聴 費 用 1 ,1 6 8 ,3 8 0 ,5 7 7 15 8 5 ,7 2 0 ,7 8 8 1 ,3 4 3 ,5 2 9 ,6 6 1 1 ,2 6 1 5 9 6 ,2 5 8 1,4 7 5 ,9 8 1 ,1 5 5

人 件 費 9 0 8か3 5β3 9 9 9 6β 7 6β 3 7 l p 5 7 ,6 6 4 ,6 0 0 9 6 4 ,9 0 6 ,4 9 9 1 ,1 2 7β 4 1 ^ 3 2

液 価 償 却 費 2 4 3 4 4β4 8 2 5β 5 7 3 3 2 1 9 :2 4 4β8 0 2 1 ,7 0 84 6 0 5 05 5 7 ,0 6 7

電 力 . 費 3 2ユ7 2 4 7 5 3 3 ,7 9 5 ,1 4 5 3 3 ,2 2 9 ,0 9 6 4 2ユ7 3,2 1 2 7 3 ,5 3 0 ,3 8 9

支 払 利 息 1 5 6 ,0 2 2β2 4 1 6 4β 2 3 ,8 6 9 1 5 2 ,7 2 2 5 2 6 1 3 4 ,1 9 1 5 0 7 1 2 0,5 4 9 ,6 8 8

修 繕 費 1 5 ,4 7 9 ,3 2 0 1 9 β6 & 9 1 0 1 8 5 8 7 ^ 2 3 2 1 ,7 0 6 ,4 2 8 2 4 5 3 9 ,0 3 4

そ の 他 3 1 3 2 5 ,1 7 1 4 4 3 9 8 ,0 9 5 6 2.0 8 U 3 6 7 6β 1 0 .1 5 2 7 9.1 6 & 7 4 5

単 年 度 損 益 △3 0 3 2 2 7 4 8 6 ∠ゝ 1 5 9 ,6 0 2ユ.8 3 △ 8 1β 3 7 ,1 1 6 ^ 2 6 ,8 7 3 ,4 5 2 l l ,4 6 7 ,8 2 7

剰余金叉は報 欠損 金 ∠ゝ 2 3 4 9 ,0 3 7,5 4 9 ^ 2 ,4 2 4 ,5 9 7 4 9 1 ∠ゝ 2β0 4 ,0 4 7 ,7 8 8 ^ 1 ,4 4 4 ,0 8 4 ,9 9 0 ∠娼 3 2 3 2 7β 7 2

自

動

総 収 益 4 4 0 7 5 5 2 ,4 3 2 2 ,8 0 3 ,1 3 6 5 3 9 2 ,9 1 0 ,0 3 5 ,8 2 2 2,9 7 2 ,6 5 -0 ,7 0 6 3 ,0 7 0 ,6 9 0 ,0 3 1

乗 車 料 収 入 2 ,1 5 2β 4 2β 7 0 2 4 1 6 ,3 3 8 3 8 8 2 5 0 62 6 2 9 9 2 」5 0 4 ,2 6 3 ,9 2 0 2 ,6 4 7 ,2 3 6 ,9 2 5

そ の 他 収 入 2 5 4 ,6 0 9 ,7 6 2 3 8 6 ,7 9 7,6 5 1 4 0 3,7 7 2 ,8 3 0 4 6 8 ,3 8 6 ,7 8 6 4 2 3 ,4 5 3 ,1 0 6

総 費 用 2 ,7 4 1,9 6 9 ,7 6 9 2β 6 4 ,1 6 6 ,6 1 7 2 ,9 1 8β0 2,6 0 1 2 5 2 7β 1 4 5 4 3 3 ,0 3 2 ,4 8 0 ,7 9 2

車

逮

逮

人 件 費 2 ,0 8 5,0 1 8 3 7 3 2 ,1 8 4 ,7 3 2 ,8 2 1 2 ,2 1 8 ,9 7 1 ,0 3 7 2 ,1 6 7β 3 4 ,2 2 0 2 ,2 0 6 ,9 4 1 ,4 6 2

減 価 償 却 費 1 4 1 ,7 0 5 ,4 0 9 1 6 0 ,7 6 3 ,β6 8 1 8 9 ,6 7 7 ,8 5 3 1 8 7,4 5 5 ,4 7 3 1 9 7 ,4 0 8 .3 5 7

n a 1 4 1ユ2 4 ,0 3 1 1 3 9 4 7 7 2 1 4 1 2 8 ,9 0 7β 8 8 1 9 8 .6 0 8 2 1 3 2 5 2 ,4 2 5 ,2 0 0

支 払 利 息 1 2 5,3 9 6 ,5 6 5 1 1 4 ,6 1 9 ,8 6 3 9 1 ,1 6 8 ,6 6 9 8 6 ,9 4 1,4 0 4 8 1,6 6 4 ,1 0 9

事 修 繕 費 7 3 ,1 6 8 ,6 7 1 6 6 ,3 4 8 ,4 5 0 6 8 2 7 2 ,5 5 5 6 6 ,5 0 0,9 1 6 7 1,1 3 5 ,3 5 0

莱
そ の 他 1 7 5 ,5 5 6 ,7 2 0 1 9 8 ,2 2 4 ,6 0 1 2 2 1 ,8 0 5 ,3 9 9 2 2 0 ,3 7 4,7 1 7 2 2 25 0 6 ,3 1 4

毎 度 損 益 △3 3 4 4 1 7 3 3 .7 ∠ゝ 6 1β 3 0 ,0 7 8 △」,7 6 6 ,7 7 9 4 4β 3 5,7 6 3 3 82 0 9 ,2 3 9

除 金又は累瞭欠損 金 ∠ゝ 1 ,1 0 4 ,9 2 7 ,3 8 9 ∠ゝ 2 3 4ユ 1 0 ,3 0 5 ∠ゝ 1 8 5 ,1 7 1 ,4 7 2 zア8 7 A 4 2」9 2 3 0 ,8 9 3 ,9 9 9

計

患 収 益 3 2 7 2 ,7 0 5万2 3 3,9 2 9 2 5 5 ,1 4 4 4 ,1 7 1,7 2 8 .3 6 7 4 ,2 0 7 ,3 7 3 ,5 1 2 4 ,5 5 8,1 3 9β 1 3

乗 車 科 収 入 2β 3 0 ,1 5 9 ,6 6 3 3,1 2 6β 6 0β 2 4 3 ,2 0 2 ,4 0 6 ,9 5 3 3,2 4 9 3 7 5 ,7 2 6 3 ,4 7 1,2 2 8 ,4 7 6

そ の 他 収 入 4 4 2 5 4 5 3 6 0 8 0 2β 9 4 3 2 0 9 6 9 ,3 2 1 ,4 1 4 9 5 7 ,9 9 7,7 8 6 1 ,0 8 6か 1 0 ,5 3 7

忽 費 用 3 ,9 1 0 ,3 5 0 ,3 4 6 4 ,1 4 9β 8 7 ,4 0 5 4 ,2 6 2 ,3 3 2 2 6 2 4 ,1 8 9 4 1 1 ,2 0 1 4 5 0 8 ,4 6 1 ,9 4 7

人 件 費 2 ,9 9 3 ,0 5 4 2 1 2 3 ,1 8 1,7 0 9 ,7 5 8 3 2 7 6 ,6 3 5 ,6 3 7 3 ,1 3 2 ,8 4 0 ,7 1 9 3 ,3 3 4 .5 8 2 万9 4

液 価 償 却 費 1 6 6 ,5 5 0 ,2 5 7 1 8 6,6 2 15 0 0 2 0 8β 2 2 ,7 3 3 2 0 9 ,1 6 3 ,9 3 3 2 4 7 ,9 6 5 ,4 2 4

電 力 費 .燃 料 費 1 7 3 5 9 6 5 0 6 1 7 3 ,2 7 2 ,3 5 9 1 6 2,1 3 6 ,1畠4 2 4 0 ,7 8 1 4 2 5 3 2 5 ,9 5 5 ,5 8 9

支 払 利 息 2 8 1 ,4 1 9 4 8 9 2 7 9 ,4 4 a 7 3 2 2 4 3β 9 1 ,1 9 5 2 2 1 ,1 3 2 ,9 1 1 2 0 2 2 1 3 ,7 9 7

修 繕 費 8 8 ,6 4 7 ,9 9 1 8 6,2 1 7 ,3 6 0 8 6β 5 9β 7 8 8 8 2 0 7 ,3 4 4 9 5 ,6 7 4 3 8 4

そ の 他 2 0 7 ,3 8 1β9 1 2 4 2β2 2 6 9 6 2 8 3,8 8 6 ,6 3 5 2 9 7 ,2 8 4β 6 9 3 0 2 ,0 7 0 β5 9

年 産 損 益 ∠ゝ6 3 7 ,6 4 4β2 3 ^ 2 2 0 ,6 3 2 2 6 1 △ 8 0 ,6 0 3β 9 5 1 7 S 6 2 .3 1 1 4 9 ,6 7 7 ,0 6 6

止余金 又は累 暁欠損金 ∠ゝ 4 4 5 3 ,9 6 4 ,9 3 8 △ 2 ,6 5 8 ,7 0 7,7 9 6 ∠ゝ 2 ,1 8 9 ,5 7 6 ,2 6 0 ∠ゝ 1 ,5 3 1万2 7 ,6 8 2 ^ 9 0 2 ,0 3 3β7 3

(注)特別損益は除く
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6　職員数及び給与

(1)部門別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭5 6.4.1現在)

門別

職種別 性別

一 般 管 理 電 車 ノく 一ス .計

男 女 計 男 女 酎 男 女 計 男 P 女 計

特 別 職 1 1 1 . 1

事 務 職 1 9 6 2 5 1 0 1 l l 2 2 2 2 4 5 1 9 6 0

技 術 . 戟 4 0 4 0 3 8 3 8 7 .8 7 岳.

.運 転 手 7 7 7 7 3 1 6 3 1 6 3 9 3 3 9 3

車 掌 9 1 I lo .9 1 1 0

そ の 他 6 1 ー 7 1 5 1 5 2 0 1 .2 1 4 1 2 1 4 3

計 2 6 7 3 .3 1 4 2 1 1 4 3 4 0 5 4 4 0 9 5 7 3 1 2 5 8 5

GZ)部門別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭5 6.4月分)

部門別

m m
一 般 管 理 電 車 バ ス 計

基 本 給 (円) 2 7 4,8 1 9 2 5 0,8 5 7 2 2 4 ,1 6 4 2 3 3,4 6 2

特 殊 勤 務手 当 (円) 1 2 5 5 ,1 9 9 7,4 3 4、 6,4 8 7

超 過勤 務 手 当 (円) 1 4,5 8 4 1 5,7 2 2 1 8,9 2 0 1 7,9 0 1

そ の 他 の手 当 (PD l l,4 7 3 7,5 6 4 7,9 0 5 8,0 1 8

合 計 era 3 0 1,0 0 1 2 7 9,3 4 2 2 5 8,4 2 3 2 6 5,8 6 8

年 . 蘇 (才) 4 7.7 4 8.1 0 4 4.l l 4 6 .0

勤 続 年 数 (年) 2 4.3 2 4.4 1 7.0 1 9 .2

(症)合計柵ま特別膿を除く

7　施　　設

事 項

施設名
面 潰 施 設 内 容

交 通 局
l l,4 7 3 r㌔

事務所 電車竜軽 車両整備工場 電車大江詰所

/j、 峯 営 業 所

1 6,38 8

営業所 バス車庫

小 峯 整 備 工 場 整備工場

坪 井 営 業 所 6,5 3 8 営業所 バス車庫

本 山 営 業 所 5,9 1 3 バス車庫 /1、整備工場
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